
カエデドコロ
［草本］《忌避》

縁でヤブを作る。 葉は３裂または５～９裂する。

区別のポイント

葉は互生し珠芽（むかご）は無い。

葉は掌状に浅裂。葉柄の基部に１対の

小突起がある。

形態 つる性の多年草。

分布 本州（中部以西）・四国・九州・沖縄

名前の由来 楓のような葉のトコロ（オニドコロ）の意味。

葉 〈全体〉長さ６～ 12 ㎝で掌状に３裂または５～９裂する。両面に短毛がある。

〈付き方〉 互生。

〈葉柄〉長さは葉身の 2/3 ほど。基部に１対の小突起がある。

〈基部〉心形。

〈葉先〉 裂片は尖るもの・尖らないものがある。キクバドコロはすべての

裂片が細く尖る。
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